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＜要   約＞ 
 社会福祉事業の従事者には社会福祉法第78条や2007年の『社会福祉士及び介護福祉士法等
の一部改正』に伴い，個人の尊厳を保持し，利用者の立場に立った質の高いサービスを提供
することが求められている。そしてそのためには，知識や技術だけではなく，専門職倫理に
基づいた社会福祉実践を具現化していくことが必要である。 
 そのため本稿では，ユニットケア実践を踏まえ，ユニット型特別養護老人ホームの従事者
の組織的実践を通した専門職倫理の具現化のためのとりくみについてとらえている。現在，
専門職倫理は，一人の専門職として，社会福祉の価値に基づいた適切な行為を行うために必
要な基準としてとらえられているが，機関や組織で共通の目的のために協働しチームワーク
を形成していくうえでは，社会福祉に関する理論を基盤に，所属する機関や組織の理念，そ
してサービス方針を目標とした実践倫理（エートス）が必要である。そしてそれらは日々の
実践を行っている職場のなかで，切磋琢磨しながら，作り上げられ，一人ひとりに身につい
た共通した物の考え方や行動として存在しているといえる。 
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１．研究の目的 
 社会福祉法第78条1)では，社会福祉事業の経営
者は福祉サービスの質の向上のための措置等に努
めなければならないとしている。また，福祉人材
の実践力の向上を目指して，2007（平成19）年12
月『社会福祉士及び介護福祉士法等の一部改正』2）
が行われ，その定義や義務の見直し，資格取得方
法の一元化，教育内容の見直し等が行われた。ま
た併せて，専門社会福祉士及び専門介護福祉士の
検討も行われた。 
 そしてこれらの見直しは，個人の尊厳を保持し，
利用者の立場に立った質の高いサービスを提供す
ることを目指しているといえる。そしてこれらを
具現化するためには，知識や技術だけではなく専
門職倫理に基づいた社会福祉実践を行うことが
サービスを提供する者に強く求められている。 
 そのため本研究では，社会福祉実践のなかにお
いて専門職倫理をどのように具現化していくのか，
その取り組みのあり方について，ユニット型特別
養護老人ホームで働く従事者の実践を通して，考
察していく。 
 
２．研究の視点と方法 
（ 1 ）研究の視点としては，ミクロ分野における
ユニットケア実践を踏まえ，メゾ分野であるユ
ニット型特別養護老人ホームの従事者の組織的実
践を通した専門職倫理の具現化のためのとりくみ
についてとらえていく。 
（ 2 ）研究方法としては，以下の通りである。 
① 本研究と同じ志向で書かれた類書は見当たら
ないこともあり，本稿で用いている文献を整理
し分析。 
② 筆者が大学院で行ったユニット型特別養護老
人ホームにおける実習体験。 
③ 先駆的施設の管理者や職員との様々な対話や
聞き取りを通して，得られた貴重な意見。 
④ ②及び③に分析を加え，考察する。 
 
 
 
３．ユニットケアとは 
 特別養護老人ホームにユニットケアが取り入れ
られたきっかけについて，池田昌弘3）は「1995年
ごろに特養の施設長や介護スタッフが宅老所やグ
ループホームの小規模ケアに出会ったことに始
まった」としている。また，中村秀一4）は，ユ
ニットケアのあゆみについて「全室個室のユニッ
トケア型の施設が1999年から登場したのと，同時
にもう一つの流れとして，グループホームケアが
1980年代後半にスウエーデンに登場し，わが国で
も90年代半ばに試行的取り組まれたという動きが
ある」としている。 また外山義5）は，地域での
暮らしから施設での生活への移行を経験させられ
る高齢者は，いくつかの苦難に直面するとしてい
る。まず，第一の苦難は「施設に入る原因そのも
のによる苦しみ」，第二の苦難は「みずからがコ
ントロールしてきた居住環境システムの喪失」，第
三の苦難は「施設という非日常空間に移ることに
より味わうさまざまな落差」であるとしており，
そしてこれらの落差を埋めるものがユニットケア
であるとしている。 
 このようにユニットケアとは，集団ケアに限界
を感じ，目の前の現状をなんとかしたいという職
員が小規模ケアに出会い，また，海外で行われて
いる尊厳を主体としたケアのあり方に影響を受け，
そして一方では，外山義による建築学からの施設
の居住環境に対する先駆的な研究を通して，高齢
者の一人ひとりに寄り添うケアとしての支援のあ
り方を構築していったといえる。 
 そして現在，ユニットケアは，村橋功6）が述べ
ているように「特別養護老人ホームなどにおいて，
居室をいくつかのグループケアユニットに分けて 
 1 つの生活単位とし，少人数の家庭的な雰囲気の
中でケアを行うもので，10名程度の高齢者が 1 つ
のユニットを構成している。ユニットごとに食堂
や談話スペースなどの共用部分を設けることで，
画一的なケアから個別的家庭的なケアに転換する
ものであり，2002（平成14）年から全室個室でユ
ニット構造をもつ小規模生活単位型特別養護老人
ホームが制度化されたもの」と定義されている。 
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４．専門職倫理の必要性 
 宮川数君7）は，「専門職によるサービスにおいて
は，その提供者の価値観や倫理性がサービスの内
容に大きな意味を持ってくる。場合によっては，
援助や治療の名のもとに医師やワーカーの利己的
な関心を押しつけ，クライエントの権利や利益を
侵害することは可能である。このように外部から
の統制の及びにくいのが専門職の提供するサービ
スの特性である。したがって，サービスの提供者
である援助者が拠り所とする価値観や行動につい
ては高度な倫理性が要求されるのである」と述べ
ている。 
 また，川村隆彦8）は，「優れた支援者になりた
いならば，専門職の価値と倫理という土台をしっ
かり据える必要があり，これらが実現できると，
人々からも社会からも信頼されることになる。ま
た，これらが実現できない場合，必ずといってい
いほど，人権侵害や偏見，差別などの不正義が起
こる」と述べている。このように，社会福祉事業
に従事する者にとって，専門職倫理が必要なこと
は明白であるが，これらを実践のなかで具現化し
ていくことは簡単なことではない。 
 
 
５．専門職倫理を具現化する実践倫理 
   （エートス） 
 エートスは，社会学用語として，マックス・
ウェーバーによっての論文『プロタンスティズム
の倫理と資本主義』のなかで使われ定着したとさ
れている。9）また，上田敏10）は，リハビリテー
ション医学のエ－トスについて「このエトスとい
う定義しにくいムードのようなものをなぜ問題に
するかといえば，昔からどのような職業集団でも，
その特有のエトスを持つようにならなければ一人
前でないといわれているからである。すなわち，
リハビリテーション医学というものも学問や技術
の体系であると同時に，リハビリテーション医を
はじめとして一定の人間のグループのもろもろの
人々によって担われている職業としての活動であ
り，そのような共通の目的のために共同して働い
ている集団には自然にその目的に相応しい，また
同じ目的を持つ仲間としての連帯心を強めるよう
な共通の物の考え方・感じ方・ムードが生まれて
くるのが当然であり，それが生まれないようでは
まだ本物ではないといえるからである。（略）つ
まり実践倫理がすっかり身について，物の感じ方
や価値観や習慣的な行動様式にまでなったものが
エトスなのである」と述べている。 
 また，木原克信11）は，「エートスとは，コミュ
ニティの中で共通的に理解されている（染み込ん
でいる）雰囲気，文化的風土のようなもので，そ
れは慣習化された倫理規範として理解される。そ
れは法律のように条文化され，明文化されていな
い」としており，対人援助という行為にみられる
エートスを言語化することの重要性を述べている。
そして，これらを社会福祉事業従事者のエートス
にいいかえて見れば，社会福祉に関する理論を基
盤に，また所属している機関や施設の理念やサー
ビス方針を目標に，働く職員が実践のなかで作り
上げたものであり，一人一人に身についた共通し
た物の考え方や行動のあり方ということができる。 
 
 
６．ユニットケアにおける実践倫理 
   （エートス） 
 利用者の尊厳の確保と自立支援を原則とするユ
ニットケアを行っている職員には，以下のような
支援の姿勢である実践倫理（エートス）が存在し
ているといえる。その根拠については，これまで
の筆者が行ってきたユニットケアに関する文献の
精査・分析，実習体験の分析，ユニット型特別養
護老人ホームの従事者に対するヒアリングから得
られた所見12）に基づく。 
（ 1 ）入居前のそれまでの生活や個性を尊重する
姿勢。 
  介護する側の思いだけでなく，一人ひとりの
生きてきた背景を理解した上でどんな生活をし
たいか，どんな支援を受けたいか常に相手の立
場に立って「考えるケア」を行う。 
（ 2 ）利用者に心のうちを語ってもらい，また，
職員は利用者の願いを感じ，その希望や願い
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をかなえるよう努力する姿勢。 
  利用者の考えや気持ちを身近に感じることに
より，利用者を一人の人間としてとらえること
ができ，そのことを通して利用者の意欲を取り
戻すためのエンパワメントをしていく。 
（ 3 ）利用者の生活と課題解決について，利用者
と一緒に考える姿勢。 
  お互いの信頼関係が増すごとに，「障がいや
認知症があるから仕方ない」から可能性への追
求とあきらめないケアが展開されていく。 
（ 4 ）「利用者」と「利用者の暮らし」を見守り，
支えていく姿勢。 
  利用者の生活にふさわしい居住環境を重視し，
ルーティンワークを超えた個別的なかかわりが
生まれる。 
（ 5 ）一人ひとりの利用者の違いを認め合う共生
の関係づくりをめざす姿勢。 
  「○○の障がいがあるA さん」から「A さん
には○○の障がいがある」という職員のA さん
観が変化することは，利用者同士にも相手を気
づかう関係性が広がっていく。 
（ 6 ）管理職も含めたすべての職員が理念を共有
する姿勢。 
  施設長をはじめ，職員が理念の達成のために
利用者に最も近いところで意思決定し，取り組
んでいく。 
 
７．ユニットケア実践倫理（エートス）を育
む土壌 
 ユニットケア実践を行ううえにおいて，以上の
ような実践倫理（エートス）が必要不可欠である
といえる。また，ユニットケアが実現しようとし
ている「介護が必要になっても，その人らしい毎
日を」，「施設に入っても，自宅にいたときと同じ
ような暮らしを」，「人生の最期まで，ごく普通の
生活を」のスローガンは，これらの実践倫理
（エートス）に基づく支援によって，はじめて可
能となるものと考える。しかし，これらは，個々
の従事者の専門職倫理に根ざすことはもちろんで
あるが，それだけでなく，職場としての取り組み
や働く環境の整備によって大きく影響を受けると
考えられる。それでは，これらの実践倫理（エー
トス）はどのような職場環境から生成されるもの
なのか，職場環境の定義とその範囲について，考
察する。 
 
（１）職員一人ひとりの思いやりを育てる職場環境 
 上司や同僚をはじめ，非常勤で働く職員も含め，
共に働く者として，相互に大切にし，思いやる姿
勢がある。そしてこれらを通して，協力や連携が
スムーズに推進され，質の高いサービスを目指し
ていくことができる。 
 
（２）気づきを共有する職場環境 
 日々の業務での利用者の様々な言葉に耳を傾け
ることによって得られた気づきを発言することが
でき，そしてそれを皆で共有し，取り組むことが
できる。そしてこれらを通して，一人ひとりの利
用者のデマンドを尊重し，ル－ティンワークでは
ない一人ひとりのニーズに沿った支援をすること
ができる。 
 
（３）形式にとらわれない意見交換を促進する職
場環境 
 支援の方法や考え方についての意見が異なる場
合などは，役職や職種，経験年数を超えた話し合
いが自主的に柔軟に行なわれ，それぞれの考え方
を理解し合うことができる。そしてこれらのこと
を通して，利用者の様々な可能性を探求すること
に繋がり，その結果，ストレングスに焦点を当て
たケアプランの作成，個別支援が実現する。 
 
（４）利用者中心の発想・利用者を中心とした職
員関係を志向する職場環境 
 職員同士の私語がなく，業務中の会話は利用者
を媒介とした会話でありまた，利用者に最も近い
ところで職員が意思決定できる条件がある。そし
てこれらのことを通して，マニュアルを中心とし
た業務から，利用者との双方向のコミュニケー
ションを重視した支援を行うことができる。 
（５）職員が自分の存在が認められていると感じ
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ることができる職場環境 
 職員集団の中での一人ではなく，個々の人間性
を持つ職員として例えば A ユニットの B さんとし
て，利用者や家族から認められ，信頼されている。
そしてこれらのことを通して，職員のモチベー
ションが高められ，ユニットケアに求められてい
る寄り添うケアを実現することができる。 
 
（６）職員をサポートするリーダーが存在し，育
成される職場環境 
 職場のリーダーは実践現場で起きていることか
ら様々なことを学び，それらを通して職員と向き
合い，日々の支援をサポートしていく。また，職
員がモチベーションを持ち続けることができよう
に，施設長と連携し実践現場で発生する対立する
概念や矛盾する概念を乗り越えるための，高次の
概念を示し続けていく。こうして，ユニットリー
ダーが育成され，ユニットのまとめ役となり，利
用者にとっての家庭的なくらしの場をめざした個
別ケアが可能となる。 
 以上のような職場環境は，一言でいえば，職員
同士が連帯感を強めるような共通した物の考え
方・感じ方・ムードを作り出す切磋琢磨13)する関
係ということになる。そしてこれらを通して，職
員は仕事に対しての充実感を高め，やりがいを持
つことになる。 
 
８．考察 
（１）実践倫理（エートス）を育む土壌としての
職場環境の創造 
 前節では，実践倫理を育む職場環境のあり方に
ついて論述してきたが，他方でこのような職場環
境とそのものがどのように創造されるかについて
も探求しなければならない。これについては，今
後の研究を待つことだが，実践倫理を育てる職場
環境として求められる営みそのものが職場環境を
創造する要素と考えられ，職場環境によって職員
は育てられ，また，職員が主体的に職場環境を創
造していくと予測される。これらの相互の関係や
循環に焦点を当てて研究を深める必要性を感じて
いる。 
 
（２）今後の実践倫理（エートス）を育む職場環
境の推進に向けて 
 現在，福祉・介護サービスの職場環境あり方を
めぐっては，賃金や労働時間と福利厚生等の労働
環境14），また OJT や OFF－JT を中心とした人材育
成15），キャリアップの仕組み16），メンタルヘルス
対策17）などが必要であるといわれている。これら
は皆重要であるが，しかし，利用者の尊厳を保持
し質の高いサービスを提供していくためには，従
事者が実践倫理（エートス）を基盤とした支援が
できる職場環境が必要である。 
 現在，専門職倫理は，個々の専門職が個別的支
援を行う場合（ミクロ分野）に，社会福祉の価値
に基づいた適切な実践を行うために必要な規準と
して捉えられているが，機関や組織で共通の目的
のために協働していくためのチームワークを形成
していくうえでは，社会福祉に関する理論を基盤
に，所属する機関や施設の理念，そしてサービス
方針を目標とした実践倫理（エートス）を具現化
していくことが求められる。 
 そして，これらのことは，自分達が提供したケ
アを高く評価（介護の肯定感）することに繋がり，
また，同僚や上司ともより良好な関係が構築され，
仕事上における職場環境がより充実することにつ
ながるといえる。また同時に，これらのことは職
員の定着化にもつながるものであると考える。 
 
９．まとめ 
 ユニット型特別養護老人ホームについては，整
備が進められているが未だに整備率が低い状況で
あり，また，増え続ける入所待機者に対応するた
めの，2009年度補正予算における介護基盤の緊急
整備では，ユニット型だけではなく多床室もその
対象としている。しかし，国においては，「基本的
にはユニットケア型を推進していく」という考え
方のもとで，ユニット型特別養護老人ホームの居
室面積基準を引き下げ，ユニットケアを普及さ
せるという方向性を示した。18）これらの背景に
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は増え続ける社会保障費削減政策があることも否
めない。 
 しかし，このような状況のなかにおいても，レ
ガシーコスト19）を払拭するために制度化された
ユニット型特別養護老人ホームを基本としていく
ためには，今一度その目的である「入居する人が
最期までその人らしく生きられる施設を作る」こ
とを使命として，取り組んでいく必要がある。 
 そしてそれらの役割を担っていく従事者には，
職種を超え，共通したユニット型特別養護老人
ホームで働く職員としての実践倫理（エートス）
を持ち，連帯感を強め，共通した物の考え方や感
じ方を具現化することが欠かせない。またこれら
の実践を通して，広く国民がユニットケアのあり
方を理解することができたとき，ユニット型特別
養護老人ホームが特別養護老人ホームの標準とし
て受け入れられることになるといえる。 
 本研究は，ユニット型特別養護老人ホームにお
ける従事者の実践倫理（エートス）を具現化する
ための取り組みの一つである職場環境に焦点をあ
て，考察してきた。 
 しかし，これらに関しては様々な考え方や取り
組みがあり，今後も継続して研究していきたい。 
 
注 
 1 ）社会福祉法第78条（福祉サービスの質の向上
のための措置等） 
社会福祉事業の経営者は，自らその提供する
福祉サービスの質の評価を行うことその他の
措置を講ずることにより，常に福祉サービス
を受ける者の立場に立って，良質かつ適切な
福祉サービスを提供するよう努めなければな
らない。2 ，国は，社会福祉事業の経営者が
行う福祉サービスの質の向上のための措置を
援助するために，福祉サービスの質の公正か
つ適切な評価の実施に資するための措置を講
ずるよう努めなければならない。ミネルヴァ
書房編集部 2010年『社会福祉小六法2010
（平成22年版）』ミネルヴァ書房，p.31 
 2 ）『社会福祉士及び介護福祉士法等の一部改
正』の趣旨としては，社会福祉士・介護福祉
士制度が創設されてから20年が経過したが，
この間，我が国の福祉制度は，介護保険制度
や障害者自立支援法等の創設により，措置制
度から，利用者の選択と自己決定に基づくよ
り普遍化した制度に大きく転換し，介護・福
祉サービスは飛躍的に増大している。（略）
他方，いわゆる団塊の世代が高齢者となる
2015年を目前にし，さらに10年後の2025年に
は75歳以上の後期高齢者数が2000万人を超え
ることが見込まれており，いわば高齢化の
「最後の急な登り坂」を登りはじめたところ
といえる。このような中，認知症の者や医療
ニーズの高い重度の者が増加しており，こう
した介護ニーズに対応するために，平成17年
には介護保険法が改正された。（略）こうし
たもとで，介護・福祉サービスを支える中核
的な人材である社会福祉士及び介護福祉士に
ついても，その資質の確保及び向上を図る必
要があるため，（略）改正が行われた。社団
法人日本社会福祉士養成校協会 2007年『社
会福祉士及び介護福祉士法の改正及び社会福
祉士養成教育の見直しについて』社団法人日
本社会福祉士養成校協会説明会資料，p.3 
 3 ）施設整備も運営資金も公的に保障されている
特養では実現できていなかった入居者のその
人らしい暮らしが，公的支援もなくタダ同然
で借用した古い民家で運営する宅老所のなか
にあり，その現実に魅せられた彼らが特養の
なかの一室を活用して家庭的な空間を整備し，
施設の生活に落ち着けない認知症の高齢者数
人と専任の介護スタッフが特養のなかに暮ら
しをつくっていった。また，その延長線上で，
入居者が地域に借用した民家に通い過ごすと
ともに，地域の住民とのつながりも深めてき
た。こんな現場での小規模ケアの取り組みが
ユニットケアのイメージをつくってきたので
ある。特養・老健・医療施設ユニットケア研
究会 武田和典・池田昌弘編 2002年『別冊
総合ケア ユニットケア最前線』池田昌弘
「ユニットケアの歴史」医歯薬出販株式会社，
金井直子：専門職倫理の具現化のためのとりくみ 33 
p.11 
 4 ）これからの特別養護老人ホームを変えるもの
として，ユニットケアが登場したのではない
か，歴史を紐解くと，先駆者がいて，1970年
代末から80年代末にかけて，島根県の槻谷さ
んのところの「ことぶき園」のような小規模
ケアの取り組みが始まり，当時は制度がな
かったので，宅老所として広がった。個室と
いう意味では，1994年に外山義さんが，富山
県宇奈月町に「おらがはうす宇奈月」という，
全室個室の特別養護老人ホームを作った。ま
た私が課長をしていたときに契約特養という
スキームを作ったところ，94年に岐阜県池田
町の「サンビレッジ」で全室個室の契約特養
がつくられたというように，個室施設が登場
した。さらにユニットケア化の取り組みは，
90年代から各地で様々な動きがあった。高齢
者痴呆介護研究・研修東京センター 2004年 
『新しい介護を創るユニットケア－ユニット
ケア・シンポジウム報告』中央法規，p.7 ～ 8 
 5 ）さまざまな落差は，施設職員の側からは見
えにくい問題であり，職員がそれまでの経
験とスタンダード化された処遇マニュアルに
埋没していたら気づくことが難しいとし，以
下のように述べている。「空間の落差」とし
て，地域で暮らしていた高齢者にとっては，
施設は日常生活空間からかけ離れた大きい
スケールの空間であり，自分では把握できな
い空間システムのなかに一挙に放り込まれ
てしまったという落差。「時間の落差」とし
て，自分の家で暮らしている高齢者は，一人
ひとり固有の生活リズムを持っているが，施
設は集団生活を前提としたスケジュールが組
まれており，それに馴染んでいくのは大変な
ことであり，固有の生活リズムを諦めさせら
れ，喪失していく。「規則の落差」として，
地域社会にも規則はあるが，施設における規
則は，構成員間の合意形成によって定められ
たものではなく，管理者側，介護者側が一方
的に定め，遵守を求めてくるものであり，自
分自身が楽しみに続けてきた生活習慣を断念
しなければならなくなる。「言葉の落差」と
して，孫のような職員から一方的に指示され，
これは入所当初の高齢者にとってたいへん大
きなショックであるとしている。「最大の落
差」として，施設に入り，一方的に介護をう
ける「容体」にされてしまい，ただお世話さ
れるだけの日々が流れていくなかで，役割を
喪失し，生きる実感を受け止めることができ
なくなるとしている。 
外山義 2003年『自宅でない在宅―高齢者の
生活空間』医学書院 p.18～37 
 6 ）福祉臨床シリーズ編集委員会編 責任編集久
門道利・西岡修 『社会福祉士シリーズ11 
福祉サービスの組織と経営』村橋巧「国家試
験対策用語集」弘文堂  p.227 
 7 ）弁護士や医師のような高度な専門的知識また
はソーシャルワークのような社会資源や受給
手続き等の複雑なサービス体系についての専
門的知識を前提とする場合，受給者であるク
ライエントは，提供されるサービスが適切で
あるか否かを評価することもできない。とき
には，自分が何を必要としているのか，すら，
クライエントは知らないのである。ともすれ
ば，サービス提供者である専門家やワーカー
の判断にクライエントは依存せざるを得ない
のである。秋山智久・井岡勉・岡本民夫・黒
木保博・同志社大学社会福祉学会編 2004年
『社会福祉の思想・理論と今日的課題』宮川
数君「ソーシャルワーカーの倫理綱領と行動
指針」筒井書房，p.374 
 8 ）川村隆彦著 2007年 『支援者が成長するた
めの50の原則－あなたの心と力を築く物語』
中央法規，p.39 
 9 ）ウエーバーのいうエートスとは，倫理的性格，
倫理的雰囲気，心的態度などと訳され，人間
を内面から特定の倫理的価値の実践に向けて
つき動かす行為への実践的起動力のことであ
る。また，近代市民社会の成立には，形式合
理的な法秩序や技術ばかりではなく特定の実
践的かつ合理的な生活態度が不可欠であった
が，この合理的生活態度の形成にとって最も
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重要な要因は，宗教的信仰に由来する倫理義
務の観念であった。編集代表 森岡清美・塩
原勉・本間康平 1993年『新社会学辞典』鈴
木秀一「エートス」有斐閣，p.103 
10）リハビリテーション医学のエトスの第一は
「プラスに医学」としてのリハビリテーショ
ン医学に相応しい「患者・障害者の持つプラ
スの側面に敏感なこと」とし，これは人間の
「人間らしさ」の価値に敏感であることとい
いかえてもよい。第二のエトスは患者・障害
者の「自立」の尊重である。リハビリテー
ションにおける介助はあくまでも「自立を目
指した介助」，「自立を尊重した介助」でなけ
ればならないのである。第三のエトスは，
「診療室や訓練室や病室で見る患者は仮の姿
であって，実際の生活の中の患者の姿そのま
まではない」ということを常に感じている。
そして目の前の「仮の姿」を手懸りにし，ま
た患者・家族の話をよく聞くことで実際の生
活の中の患者の姿を把握しようと努めること
である。第四はリハビリテーション医療従事
者の物の見方・考え方にかかわるエトスとし
て非常に重要な「きめ細かさ」である。訓練
の進め方でも，生活指導でも，一挙に新しい
ことをやろうとせず，毎日少しずつ程度や量
を増やしていくといったきめ細かい段階づけ
が基本的な態度として身についていなければ
いけないのである。以上のほかにも「総合的
に考える習慣」とか「決断力」とか，大事な
エトスがいろいろあるのだが，締め括りとし
て先見性と「ネバー・ギブアップ」について
述べる。先見性を持って，絶えず「先を読
む」という態度がリハビリテーション医療の
従事者のエトスとして重要であり，またそれ
とともに「ネバー・ギブアップ」の精神，あ
るいは「どんな困難な状況でもどこかに必ず
出口がある」と信ずる精神が先見性とともに
リハビリテーションの重要なエトスである。 
上田敏 2000年『リハビリテーション医学の
世界－科学技術としてのその本質その展開そ
してエトス－』三輪書店，p.346～358（下線
は筆者による） 
11）エートスという用語を敢えて使う理由につい
て，以下の 3 点をあげている。一つは，一般
にソーシャルワークでは，援助の「原則」な
どという用例が定着しているように，「原
則」という用語を使うとわかりやすいが，そ
うするとソーシャルワーカーが守るべき「石
に刻まれた律法」か，皮相的な，援助のスキ
ルの要点のようになり，ややもすると恩着せ
がましい教訓のようになるからである。二つ
は，通常ソーシャルワーカーたちが明確に言
語化せずとも彼らに間で共有している「知
恵」を言語化したものがエートスであり，原
理や原則というよりもエートスという概念は
それを示すのに最適である．三つには，ソー
シャルワークやソーシャルワーカーを対象物
として客観視したというより，むしろソー
シャルワーク実践の内側にあって記述したい
という意図があるからであるとしている。木
原克信 2003年『対人援助の福祉エートス－
ソーシャルワークの原理とスピリチュアリ
ティ－』ミネルヴァ書房，p. 8 ～ 9（下線は
筆者による） 
12）2005年度日本社会事業大学大学院福祉マネジ
メント研究科在学中に行った社会福祉法人健
光会高齢者福祉総合施設ももやま（京都市伏
見区立売）でのビジネスマネジメント実習
（日本社会事業大学大学院福祉マネジメント
研究科『ケアマネジメント・ビジネスマネジ
メント実習報告集』金井直子「施設経営にお
ける職員が育つ基盤の考察－特別養護老人
ホーム（ユニットケア）の施設長とケアリー
ダーの意識調査を中心に―」p.388～398）を
きっかけにユニットケアに関心を持った。そ
の後，ユニットケアを展開している様々な社
会福祉法人や医療法人の高齢者施設を見学し，
また，施設長や職員へのインタビュー・交流
を通して，研究をするとともに，ユニットケ
アに関する文献の精査・分析について継続し
て取り組んでいる。 
13）切磋琢磨な職場環境とは，日々の業務での
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様々な「気づき」を当たり前のように発言す
ることができ，また自分達の実践をふりかえ
り「おかしい」ことは「おかしい」と柔軟に
見直すことができる。そしてそれらは常に職
員同士の対話を通した自主的な話し合いであ
り，それらを通して様々なことに挑戦したり，
改善していけるような環境のことである。 
14）人材を育成する上で，労働環境の整備が求め
られており，それは適切な賃金とともに，働
きがいのある適切な評価や柔軟な職場選択が
可能となるシステムの構築といった取り組み
である。久門道利。西岡修責任編集 2009年
『福祉サービスの組織と経営』西岡修「第 9 
章 福祉サービス組織の管理運営の方法と実
際」弘文堂，p.155 
15）質の高いサービスの提供にあたって，人材の
育成が不可欠となっている。OJTをはじめと
する職場内外での専門性を高める教育訓練体
制の充実が急務となっている。上掲書14）
p.155 
16）福祉人材確保指針の見直しの概要のなかでは，
キャリアアップの仕組みの構築について，施
設長や生活相談員等の資格要件の見直し等を
通じた従事者のキャリアパスの構築や研修体
系，従事者のキャリアパスに対応した研修体
系の構築，経営者間のネットワークを活かし
た人事交流による人材育成等としている。 
『月刊福祉11月号』「特集どうする 福祉人材
の確保」参考資料 1  社会福祉法人全国社会
福祉協議会，2007年，p.18 
17）特別養護老人ホームの介護職員を対象とした
ストレスに関する調査によると， 4 割近くが
程度の差はあれ，「限界にきた」「燃え尽き
た」にあてはまると回答しており，従事者の
ストレスを緩和し，心の健康保持増進を図る
観点から相談体制を整備するなどメンタルヘ
ルス対策等の推進を図ることが早急に求めら
れている。上掲書14）p.172 
18）厚生労働省社会保障審議会介護給付費分科会
第66回（平成22年 7 月29日）資料 1 では，
ユニット型施設の居室面積規準引き下げにつ
いての改正内容として，現行規準個室13.2m2
以上を標準から，改正案個室10.65m2以上と
した。そしてこれらの経緯には，平成26年度
に特別養護老人ホームのユニット型施設割合
を70％以上（介護保険施設全体で50％以上）
とすることを目指し，ユニット型施設の整備
を推進する中で，用地確保の問題や居住費負
担の高さの問題が指摘されていることから，
居室面積をある程度引き下げても，個室ユ
ニット型施設の整備促進に資するよう，基準
改正を行うということである。（これらのこ
とから，特別養護老人のあり方については，
大部屋ではなく原則，個室ユニットを基本と
していくという考えである。また，第67回
（平成22年 8 月20日）の厚生労働省社会保障
審議会介護給付費分科会資料 1 － 4『個室ユ
ニットと多床室の問題について（特養を中心
に）』横浜市健康福祉局長 立花正人の資料
からは，横浜市内の特養については個室ユ
ニットを推進していくという方針及び多床室
の問題点や個室ユニットを進めるための方法
が提案されている） 
19）労働省老健局総務課長（現内閣府政策統括
官）の山崎史郎は，2010年 3 月14日に東京都
内で開催された，「生活の場へのチャレンジ
－高齢者は本当に多床室を望んでいるのか
－」と題するフォーラム（主催は特定非営利
活動法人地域ケア政策ネットワーク）の講演
のなかで，現在の多床室をレガシーコスト
（負の遺産）だとし，これを新設することは
将来のマイナスとなるとしている。世界でも
一般的ではない多床室の介護施設を作ってき
た背景には，病院をモデルとしたという間違
いがあった。介護施設は「施設」であって
「住まい」ではないという考え方だ。その結
果，介護の20年間の歴史は，多床室でいかに
して個人の尊厳を守るかということだった。
また施設の規範は個室であり，最期に「柔軟
な対応ができるのがユニットケア」だと述べ
ている。『2010年  5 月号 介護保険情報』
2010年 社会保健研究所，p.24 
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